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先生：ここでは、２次方程式について学んでいきます。
生徒：先生、２次方程式ってなんですか？
先生：先ほどまでの　ax＋b＝0　のような式を1次方程式といいましたね。
これと別に、x2－3x－4＝0のように、ax2＋bx＋c＝0の形で表される
ものを２次方程式といいます。
ではまず、次の例を見てみましょう。

（例1）2次方程式　 x2－3x－4＝0　を解く
　　解）左辺を因数分解すると　(x＋1)(x－4)＝0
　　　　よって　x＋1＝0　または　x－4＝0
　　　　したがって、x＝－1 と x＝4 が解である。

生徒： x＝－1，4　って書いてもいいですか？
先生：構いません。ここでは
「AB=0のときA=0またはB=0」
という積の性質を使っていますね。
また、平方根の定義より、次のことが言えます。
　　「a＞0のとき、x2＝aの解は　x=±√a」
　　　
ここでもう一度、例を見てみましょう。

（例2）(1)　x2＝3の解は　x＝±3
　　　　(2)　4x2＝3の解は　x2＝3/4から x＝±√3/4
すなわちx＝±1/2*√3
先生：平方根の計算のときは、＋と－の二つの解が現れますね。
このように、同じ数で±だけが違う解のことを重解と言います。
（例1）において、左辺の2次式を因数分解することが難しいときは、
　　　(x＋m)2＝a　の形を用いて、平方根のように解くことができます。
　　　問題によっては平方根を用いた計算のほうが簡単にできる場合があります。
　　
「x2＋2mx＋c　→　x2＋2mx＝－c
　　　　　　　 →　x2＋2mx＋m2＝m2－c
　　　　　　　 →　(x＋m)2＝m2－c　　　｣

先生：また、2次方程式を解く上でとても大切な公式があります。
　　　少し見てみてください。

◇2次方程式　ax2＋bx＋c＝0　の解を、a、b、cで表す
　　　x2＋b/a*x+c/a=0
  　　x2＋2*b/2a*x=－c/a
　　　x2＋2*b/2a＋(b/2a)2＝(b/2a)2－c/a
　　　(x＋b/2a)2＝(b2－4ac)/4a2
　　ここでb2－4ac＞0のとき
　　　x＝－b/2a±√(b2－4ac)/2a

以上より、 b2－4ac＝0　の場合も考えると、次のような解の公式が得られます。

「2次方程式　ax2＋bx＋c＝0　は、b2－4ac≧0 のとき解をもち、
　その解は　　　　　　　　x＝{－b±√(b2－4ac)}/2a　　　　　　」

先生：この解の公式を用いれば、だいたいの2次方程式は解くことができますので、
しっかりと覚えましょう。
　　　ただし　b2－4ac＜0　のときは2次方程式が解をもたないので注意しましょう。
生徒：どうしてですか？
先生：詳しいことはもう少し後の[2次関数とグラフ]のところでやりますが、
　　　注意すべき点をいくつか上げます。

・b2－4ac＞0のとき、実数の解は{－b±√(b2－4ac)/2a}　(異なる二つの解)
・b2－4ac＝0のとき、実数の解は－b/2a　(重解)
・b2－4ac＜0のとき、解なし

先生：また上で示したb2－4acはDで表し、判別式と言います。
生徒：判別式ってなんですか？
先生：これも詳しいことは[2次関数とグラフ] のところでやりますので、
　　　まずは覚えておいてください。
　　　では、実際に問題に取り組んでみましょう
問題1－1
(1)　3x2＋2x＝0
(2)　x2－9＝0
(3)　x2＋6x＋5＝0
(4)　(x－1)2－5(x－1)＋6＝0
(5)　(x－5)2－3(x－5)－4＝0
問題2－1
(1)　3x2＋5x＋1＝0
(2)　2x2－6x＋3＝0

先生：1－1の(1)、(2)、(3)はどれも因数分解を使えば解けますね。
生徒：(2)は平方根を使っても解けますよね？
先生：そうですね。では(4)はどうやって解きますか？
生徒：ちょっと分からないです。
先生：これは　x－1　を一つの数として見てみましょう。
　　　なにか気づきませんか？
生徒：あ、x－1＝X　と置くと　X2＋5X－6＝0　になりました。
先生：よく気付きました。そうすればXの2次方程式として解くことができます。
　　　ただし、最後に戻すことを忘れてはいけませんよ。
また、(5)も同様にできます。
生徒：先生、2－1はどうすれば・・・
先生：さっきやった解の公式を使えば一発ですね。
　　　では、(1)を解の公式で解いてみてください。
生徒：えっと、解の公式は　x＝{－b±√(b2－4ac)}/2a　だから、
　　　x＝{－5±√(52－4*3*1)}/6＝(－5±√13)/6
　　　ですか？
先生：正解です。大事なので繰り返しますが、解の公式は大切なので、
　　　しっかりと覚えましょう。また、b2－4acは判別式といい、
Dで表すことも忘れないでください。
生徒：はい
先生：ではこれで[2次方程式]を終わります。








答1－1(1)　x＝0,－2/3　(2)　x＝±3　(3)　x＝－1,－5　(4)　x＝3，4　(5)　x＝4，9
　 2－1(2)　x＝(3±√3)/2
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